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年利、％

2018/2　①4.35％　②4.71％　③4.03％（月末値）
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マクロ経済過熱指数
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新築住宅価格
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（注）新築住宅価格は低所得者向け住宅を除くもの。

グラフで見る中国経済 2018 年３月号（Ｎｏ．１０６） 

中国では企業部門に改善の動きがみられる。１月の通関輸出は前年比+１１．１％と堅調に増加し、２月の製造

業ＰＭＩも５１．６と９か月連続で中立水準の５０を上回った。一方、家計部門では、個人消費に陰りが現れている。

すなわち、２０１８年の春節期間（２月１５～２１日）の小売売上高は前年の春節比１０．２％増と伸びが統計開始

（２００５年）以来の最低水準となった。住宅価格の高騰を受けて、多額のローンを組まざるを得ない住宅購入者

が増えている。住宅ローンの返済負担増による支出抑制の動きが春節商戦の伸び悩みの一因と考えられる。 

【今月のトピック：吉利、ダイムラーの筆頭株主に】 ２月２３日、中国の民間自動車大手の吉利集団が独自動車大手ダイム

ラーの筆頭株主になったことが明らかになった。傘下の海外企業を通じてダイムラーの発行済み株数の９．７％を約９０億

米ドルで取得したという。ダイムラーの「メルセデス・ベンツ」は中国で最人気の高級車ブランドであり、２０１７年の販売台数

は約６２万台（前年比+２７％）に膨らんだ。吉利集団は傘下に高級車メーカーのボルボ・カーなどをすでに保有している。ダ

イムラーへの出資の狙いとしては、自社のブランド力向上や傘下企業間の相乗効果を図ることなどがあると考えられる。 

（出所）中国人民銀行、中国国家統計局、ブルームバーグ 
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グラフで見る中国経済 2018 年３月号 

（出所）中国国家統計局、中国海関総署、中国商務部、中国汽車工業協会、中国物流購買連合会、中国人民銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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